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推進標語
「道路ふれあい月間」

『
ゆ
ず
り
合
い

咲
く
笑
顔
』

心
や
道
に

３ ３
616

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
、
復
興
道
路
・
三
陸
沿

岸
道
路
（
気
仙
沼
港
Ｉ
Ｃ
～
唐

桑
半
島
Ｉ
Ｃ
）
が
令
和
３
年
３

月
６
日
（
土
）
に
開
通
し
た
。

【
開
通
日
】

令
和
３
年
３
月
６
日
（
土
）
15

時
30
分

【
開
通
区
間
】

三
陸
沿
岸
道
路
（
気
仙
沼
港
Ｉ

Ｃ
～
唐
桑
半
島
Ｉ
Ｃ
）
／
延
長

７
・
３
㌔

【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
災
害
時
の
代
替
性
確
保
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
信
頼
性
向
上

　

三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
に
よ

り
、
東
日
本
大
震
災
時
の
津
波

浸
水
区
域
を
全
て
回
避
す
る
。

　

気
仙
沼
市
中
心
部
か
ら
三
陸

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
有
史
以
来
の
巨
大
地
震
が

引
き
起
こ
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、
直
接
の
被
災
地
で
あ
る
東

北
地
方
と
一
部
関
東
の
み
な
ら

ず
日
本
中
を
巻
き
込
み
、
さ
ら

に
世
界
に
も
影
響
を
与
え
る
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
。

　

平
成
23
年
11
月
21
日
に
第
三

次
補
正
予
算
が
成
立
し
、
「
復

興
道
路
」
、
「
復
興
支
援
道

路
」
と
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ

て
き
た
が
、
令
和
３
年
度
に
い

よ
い
よ
全
線
が
開
通
す
る
見
通

し
と
な
っ
た
。

【
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

開
通
予
定
】

《
復
興
道
路
》

▽
侍
浜
～
洋
野
種
市
（
令
和
２

年
度
末
開
通
予
定
）

▽
野
田
～
久
慈
（
令
和
２
年
度

末
開
通
予
定
）

▽
普
代
～
野
田
（
令
和
３
年
内

開
通
予
定
）

▽
田
野
畑
南
～
尾
肝
要
（
令
和

２
年
度
末
開
通
予
定
）

《
復
興
支
援
道
路
》

▽
平
津
戸
・
岩
井
～
松
草
（
令

和
２
年
度
末
開
通
予
定
）

▽
蟇
目
～
腹
帯
（
令
和
２
年
度

末
開
通
予
定
）

▽
川
井
～
箱
石
（
令
和
２
年
度

末
開
通
予
定
）

▽
佐
沼
～
佐
沼
北
（
令
和
３
年

度
内
開
通
予
定
）

▽
霊
山
～
国
道
４
号
（
令
和
２

利
用
す
る
企
業
が
開
通
前
と
比

べ
て
２
倍
以
上
と
な
り
、
福
島

県
相
馬
港
で
は
背
後
圏
へ
の
企

業
立
地
・
増
設
が
開
通
前
と
比

べ
て
６
倍
以
上
に
な
っ
た
。

◇
医
療
支
援

　

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

の
開
通
に
よ
り
急
カ
ー
ブ
な
ど

が
解
消
さ
れ
、
患
者
の
安
定
し

た
輸
送
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
消
防
署
か
ら
は
「
搬
送

時
の
患
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
っ
た
。
大
き
な
横
揺
れ
が
な

く
な
り
、
点
滴
な
ど
の
社
内
措

置
が
走
行
中
で
も
可
能
と
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

た
。

◇
地
域
産
業
の
振
興
を
支
援

　

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

の
開
通
に
よ
り
、
各
地
の
産
業

に
好
影
響
が
で
て
い
る
。
青
森

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
、
徳
島
南
部
自
動
車
道

（
徳
島
沖
洲
Ｉ
Ｃ
～
徳
島
津
田

Ｉ
Ｃ
）
が
令
和
３
年
３
月
21
日

（
日
）
に
開
通
す
る
。

【
開
通
予
定
日
】

令
和
３
年
３
月
21
日
（
日
）
17

時【
開
通
区
間
】

徳
島
南
部
自
動
車
道
（
徳
島
沖

洲
Ｉ
Ｃ
～
徳
島
津
田
Ｉ
Ｃ
）
／

延
長
２
・
４
㌔

【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
臨
海
産
業
拠
点
の
物
流
効
率

化
　

沖
洲
地
区
・
津
田
地
区
は
多

く
の
企
業
が
集
積
す
る
臨
海
産

業
拠
点
で
、
本
州
方
面
か
ら
津

三陸沿岸道路
気仙沼港IC～唐桑半島IC

～仙台市と宮古市が直結！～

令和3年3月6日（土）　15時30分　開通

復
興
道
路

沿
岸
道
路
へ
５
箇
所
の
ア
ク
セ

ス
が
確
保
さ
れ
、
大
規
模
災
害

時
の
救
援
活
動
を
支
援
す
る
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
全
線
開
通
に

よ
り
、
被
災
時
の
主
要
都
市
間

の
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
、

迅
速
な
復
旧
活
動
を
支
援
す

る
。

◇
生
産
安
定
性
確
保
に
よ
る
地

域
産
業
の
支
援

　

気
仙
沼
市
の
主
要
産
業
で
あ

る
水
産
加
工
業
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
た
が
、
出
荷
額
は
震
災
前
の

９
割
程
度
の
水
準
ま
で
回
復
し

令和3年度に復興道路･復興支援道路が全線開通へ
東
北
が
強
く
元
気
に
、
つ
な
が
る
。

年
度
末
開
通
予
定
）

【
復
興
道
路･

復
興
支
援
道
路

の
整
備
に
よ
る
効
果
】

◇
観
光
の
振
興

　

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

の
開
通
に
よ
り
移
動
時
間
が
短

縮
し
、
各
地
で
観
光
客
が
増
え

て
い
る
。
宮
城
県
南
三
陸
町
で

は
、
東
日
本
大
震
災
前
と
比
較

し
て
も
１
・
３
倍
の
観
光
客
数

と
な
り
、
福
島
県
相
馬
市
の
観

光
施
設
で
は
山
形
県
や
福
島

県
内
陸
部
か
ら
訪
れ
る
人
が

１
・
３
倍
と
な
っ
た
施
設
も
あ

る
。

◇
物
流
の
効
率
化

　

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

の
開
通
に
よ
り
輸
送
時
間
が
短

縮
し
、
各
地
で
企
業
立
地
や
物

流
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い

る
。
岩
手
県
釜
石
港
で
は
港
を

た
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
に
よ

り
、
気
仙
沼
港
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
宮
古
市
や
大
船
渡
市
も

含
め
た
三
陸
沿
岸
地
区
か
ら
の

水
産
物
調
達
の
選
択
肢
が
増

え
、
生
産
、
出
荷
の
安
定
性
に

寄
与
す
る
。

◇
三
陸
沿
岸
地
域
の
広
域
周
遊

観
光
を
支
援

　

三
陸
沿
岸
地
域
で
は
、
震
災

伝
承
施
設
や
観
光
拠
点
な
ど
の

整
備
さ
れ
、
気
仙
沼
圏
域
の
観

光
入
込
客
数
は
震
災
前
の
水
準

ま
で
回
復
し
た
。

徳島南部自動車道
徳島沖洲IC～徳島津田IC

～徳島南部自動車道　初の開通!!～

令和3年3月21日（日）　17時　開通予定

田
地
区
へ
向
か
う
に
は
、
徳
島

市
中
心
部
の
渋
滞
区
間
を
通
過

す
る
必
要
が
あ
り
、
物
流
面
に

支
障
を
き
た
し
て
い
た
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
渋
滞
箇

所
を
回
避
で
き
る
新
た
な
ル
ー

ト
が
生
ま
れ
、
時
間
短
縮
に
加

え
ピ
ー
ク
時
間
を
中
心
と
し
た

ロ
ス
減
少
に
よ
り
物
流
の
効
率

化
や
企
業
間
連
携
が
強
化
が
期

待
さ
れ
る
。

◇
渋
滞
区
間
を
回
避
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
負
担
軽
減

　

徳
島
市
中
心
部
の
国
道
11

号
、
国
道
55
号
、
徳
島
環
状
線

で
は
広
域
的
か
つ
慢
性
的
な
渋

滞
が
発
生
し
て
い
る
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
沖
洲

県
八
戸
市
で
は
当
日
生
ん
だ
新

鮮
な
卵
の
首
都
圏
へ
の
出
荷
量

が
約
１
・
８
倍
と
な
り
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
で
は
復
興
道
路
の

全
線
開
通
に
よ
り
朝
採
れ
品
の

　

春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大
型

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、

気
仙
沼
市
は
連
続
テ
レ
ビ
小
説

の
舞
台
と
な
り
、
観
光
面
で
の

地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

特
に
気
仙
沼
湾
横
断
橋
は
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
橋
梁

自
体
が
観
光
資
源
と
な
り
、
更

な
る
観
光
振
興
を
支
援
す
る
。

地
区
・
津
田
地
区
等
を
発
着
す

る
交
通
等
が
渋
滞
区
間
を
回
避

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減

等
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
企
業
立
地
促
進
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
支
援

　

徳
島
県
臨
海
部
で
は
、
高
速

道
路
整
備
に
伴
い
工
場
立
地
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
、
徳
島
南
部
自
動
車
道
が
産

業
拠
点
を
つ
な
ぎ
、
更
な
る
地

域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
。

　

津
田
地
区
で
は
徳
島
沖
洲
Ｉ

Ｃ
～
徳
島
津
田
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に

合
わ
せ
、
遊
休
化
し
て
い
た
水

面
貯
木
場
を
新
た
な
企
業
用
地

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
徳
島
県

に
よ
る
企
業
誘
致
が
進
め
ら

れ
、
新
規
分
譲
が
始
ま
る
。

販
売
エ
リ
ア
の
拡
大
や
輸
送
時

間
の
短
縮
か
ら
生
ま
れ
た
時
間

を
作
業
時
間
に
充
て
る
こ
と
で

生
産
量
の
増
加
・
売
上
増
加
が

期
待
さ
れ
る
。

東日本大震災から10年。


